
　　1．実施期間

令和6年9月2日（月）～令和6年9月6日（金）　

　　2．実習実施場所及びスケジュール

愛知県建設業会館（名古屋市） ほか

　　 各業種のガイダンスの他、現場見学、グループワーク、若手職員との意見交換等を実施します。

詳細は別紙スケジュール表参照。

　　3．受入対象及び募集人数

国内の大学、高等専門学校に在籍している技術系の学生　１５名程度

　　4．応募方法

中部地方整備局ホームページに掲載の募集案内による

https://www.cbr.mlit.go.jp/recruitment/internship/index.htm

　　5．配布先

　 中部地方整備局記者クラブ

　　6．問い合わせ先

（全体）　中部地方整備局 企画部 企画課長　北川、課長補佐　明慶　　052-953-8127（直通）

（建設コンサルタント関係）（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部　事務局長　諸戸　052-265-5738

（ゼネコン関係） （一社）日本建設業連合会中部支部　事務局　塚田、加納　052－261-3808

令 和 ６ 年 ５ 月 ７ 日

中部地方整備局×コンサル×ゼネコン 合同インターンシップ
～３つの力でまちを守る～

きみの未来をのぞいてみようよ

中 部 地 方 整 備 局

（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部

（ 一 社） 日本 建設 業連 合会 中部 支部

中部地方整備局、（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部、（一社）日本建設業連合会

中部支部は、昨年度に続き合同でインターンシップを実施するため、実習生を募集します。

１回のインターンシップで３業種の就業体験ができ、また公共工事の計画から調査・設計、

工事、管理という一連の流れを学ぶことで、学生が自分の就きたい職業についての理解を深

めることをサポートします。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

中部地整×コンサル×ゼネコン 合同インターンシップ スケジュール表

日時 実習概要

9/2（月）

10:00～17:45

・オリエンテーション
・中部地方整備局、建設コンサルタント、ゼネコンの役割と業務の概要
・グループワーク

9/３（火）

9:００～17:３０

＜（一社）日本建設業連合会中部支部＞
・「ＩＧアリーナ」現場見学
・防災、減災について考える

9/４（水）

9:00～17:３０

＜（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部＞
・建設コンサルタント会社での社内オリエンテーション、業務説明
・防災、減災等について学ぶ

※数名ずつ、5社程度に分かれての実習

9/５（木）

９：００～17:30

＜中部地方整備局＞
・中部地方整備局の防災対策・災害対応（南海トラフ地震に向けた対策、令和６年能登半島地震に
おけるTEC-FORCE活動の紹介 等）
・インフラ老朽化対策（現地見学、点検及び診断体験）
・インフラDXセンター施設見学・機械操作体験
※災害発生時等、緊急対応が生じた場合には、内容が変更となることがあります。

9/６（金）

9:00～17:００

・若手職員との意見交換
・グループワーク：防災・減災を考えたまちづくり
・グループワーク成果の発表、フィードバック

別紙



令和5年度 合同インターンシップ

○ 日 程：令和5年9月4日（月）～9月8日（金） 5日間
○ 参加者：大学、高専に在学中の技術系の学生10名

中部地方整備局・建設コンサルタンツ協会中部支部・日本建設業連合会中部支部

【地整】小里川ダムで職員の説明を受ける 【ゼネコン】現場でも学生が積極的に質問

若手とざっくばらんな意見交換で盛り上がる 実在の市を題材とした防災・減災対策について、グループごと成果発表




